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「北海道地球温暖化対策推進計画（第３次）」に係る 

地球温暖化対策部会での調査審議の概要について 

 

１ 計画策定の趣旨 

北海道地球温暖化対策推進計画（第２次）の計画期間が令和２年度をもって終了する

ことや、令和２年３月に道が 2050年までに温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す旨表明

したこと、現行計画の進捗状況、国の動きなどを踏まえ、新たな地球温暖化対策推進計画

を策定するもの。 

 

２ 調査審議に係る経過 

・環境審議会に諮問、地球温暖化対策部会へ調査審議を付託。（平成 28年７月 27日） 

・地球温暖化対策部会において、見直しの方向性や社会経済情勢の変化などを踏まえた

課題、温室効果ガス排出量の削減目標などについて審議。 

・令和２年度第５回地球温暖化対策部会において、新たな計画の部会案を取りまとめ。 

 

３ 取りまとめに当たっての考え方 

2050年までの温室効果ガス排出量実質ゼロを目指すことを「長期目標（めざす姿）」と

するとともに、「中期目標」として、2030 年度の温室効果ガス排出量の削減目標を設定

し、その達成に向けた取組の基本方策や重点的に進める取組等を示すものとする。 

 

４ 第３次計画（素案）の主な内容 

  ３部構成としており、それぞれ以下の項目について記載。 

（１）本 編 

 

 

（２）対策・施策編 

   

 

（３）資料編 

    

 

※ 参考（今後のスケジュール） 

令和３年２月下旬～  パブリックコメント 

令和３年３月下旬   第３次計画の決定 

資料１－１ 

・計画の位置付けと期間  ・削減目標    ・取組の基本方策  

・重点的に進める取組   ・分野毎の取組  ・計画の推進体制   など 

・計画期間において進める分野毎の対策・施策 

・計画策定までの経緯 ・国内外の主な動向  ・温室効果ガス排出量の状況  

・削減目標の算出方法 ・関係計画などの概要            など 


